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令和３年 第２回定例会 

岩見沢市教育委員会会議録 

（令和３年２月１７日） 

○本委員会に付議した議件 

 １ 報 告 第 ４ 号  教育長の一般経過報告について 

 ２ 議 案 第 ２ 号  令和３年度教育委員会関係予算について 

 ３ 議 案 第 ３ 号  令和２年度教育委員会関係補正予算について 

 ４ 議 案 第 ４ 号  令和３年度教育行政方針の設定について 

 そ の 他  

 

○本委員会に出席した者 

教 育 長 三  角  光  二 

 委 員 秋  山  信  也 

 委 員 杉  野  幹  夫 

 委 員 菊  池  亜  希 

 委 員 遠  藤  か ず み 

 

 教 育 部 長 井  筒     亨 

 社会教育･子育て支援担当次長 所     美 穂 子 

 学 校 教 育 課 長 戸  沼  貴  志 

 指 導 室 主 査 中  井  一  徳 

 学 校 給 食 課 長 田  公  寿  幸 

 生涯学習・文化・スポーツ振興課長 白  石  丈  人 

 教 育 施 設 課 主 幹 江  末  智  博 

 図 書 館 長 中  川  和  彦 

 緑陵高等学校事務長 杉  田     操 

 事務局学校教育課総務係長 石  川  貴  規 

 事務局学校教育課総務係 岩  端  浩  太 
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午前１０時００分 開会 

○三角教育長 それでは、ただ今から令和３年第２回教育委員会定例会を開催いたします。 

 本日の署名委員につきましては、杉野委員さんにお願いいたします。 

 初めに、日程番号１、報告第４号 教育長の一般経過報告について 私から説明いたし

ます。 

 １月１４日から２月１１日までの経過報告となります。 

 １月１５日、第４０回新型コロナウイルス感染症対策本部会議に出席しております。 

 ２４日、栗沢町文化協会創立５０周年記念式典に出席しております。感染症対策で、来

賓並びに出席者を限定しての開催となっております。 

 ２８日、北海道水泳連盟強化指定選手を対象にアスリート奨励金を交付しております。 

 ２月１日、道教委の指導が不適切である教員の認定等に関する意見聴取会において、対

象者認定に係る意見を求められ、意見表明しております。 

 ５日、総務常任委員会において、パン給食の実施に向けての進捗状況、並びに社会体育

施設の個別の施設計画について説明しております。 

 ８日、岩見沢市青少年問題協議会第２回会議に出席し、挨拶しております。 

 以上で、私からの一般経過報告を終わります。 

 委員の皆様からご意見、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 ご意見やご質問等がなければ、本報告については終了いたします。 

 続きまして、議案に対する提案理由について説明を求めます。 

○井筒教育部長 議案第２号 令和３年度教育委員会関係予算について。 

令和３年度予算の内示があったことに伴い、市議会の議決を経るべき教育委員会関係予

算について、ご意見を伺うものであります。 

 議案第３号 令和２年度教育委員会関係補正予算について。 

市議会の議決を経るべき令和２年度教育委員会関係補正予算（案）について、ご意見を

伺うものであります。 

 議案第４号 令和３年度教育行政方針の設定について。 

令和３年度の教育行政を進める上での基本的な考え方、方向性を示すものであります。 

 以上です。 

○三角教育長 それでは、日程番号２、議案第２号 令和３年度教育委員会関係予算につ

いてを審議いたします。 

 説明をお願いいたします。 

○井筒教育部長 令和３年度教育委員会関係予算案につきまして、私のほうから全体的な

話をさせていただきたいと思います。 

 机上配付させていただいております予算規模という資料をご覧いただきたいと思います。 
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 一般会計につきましては、５２７億円、令和２年度より２７億円５．４％の増というこ

とで、予算規模的には過去最大の規模になるということであります。一般会計で５２７億

円、特別会計で２０３億８，８００万円、企業会計２２２億８，４００万円、全て合わせ

ますと９５３億７，２００万円という予算規模になっております。 

 ２枚目の資料をご覧ください。一般会計予算の概要です。それぞれ歳入、歳出の内訳が

記載されておりますが、歳出についてご説明をいたします。 

 右側歳出の上から三つ目、民生費が総額の約３割を占めておりますが、その民生費の中

に、教育委員会が所管するえみふる、児童館、保育園、こども園関係で、約１８億５，０

００万円の予算が組まれております。 

 下から３番目の教育費予算につきましては、４６億４，０００万円、今年度より４億６，

０００万円、１１．２％増の予算が組まれております。 

 教育費の４６億４，０００万円と民生費に含まれる教育関係の１８億５，０００万円を

合わせて６４億９，０００万円となり、一般会計全体５２７億円の１２．３％に相当しま

す。先ほど申し上げました特別会計の中の緑陵高校費５億８，０００万円を加えますと、

教育委員会が所管します全ての予算となるわけですが、教育費の４６億４，０００万円の

中には、高等学校費への繰出金として５億円が計上されておりますので、ダブルカウント

になりますことから、その分を差し引きました６５億７，０００万円が教育委員会全体の

予算となります。 

 同様に計算いたしました令和２年度予算では６１億２，０００万円ということで、４億

５，０００万円、７．４％の増となっております。 

 続く資料につきましては、各課長のほうから説明させていただきます。 

○戸沼学校教育課長 それでは、学校教育課の令和３年度予算について、ご説明させてい

ただきます。 

 昨年１２月の教育委員会定例会におきまして、令和３年度の予算見積についてご協議い

ただきましたが、その後、財政部局の査定、市長とのヒアリングを経て内示がございまし

て、主な変更部分をピックアップしてご説明したいと思います。 

 資料１－１ページをご覧ください。 

 最初に、ＩＣＴ教育推進事業です。本事業は、予算見積の段階におきまして、教育情報

システム化推進事業の一部として計上していたところですが、ＧＩＧＡスクール関連経費

を一つの事業として新設し、整理いたしました。 

 この事業では、岩見沢市ＧＩＧＡスクール構想推進計画に基づき、ＩＣＴを有効活用し

た授業づくりを推進するため、タブレット端末及び学校ネットワークの安定的な維持管理、

そして授業で使用する大型提示装置の整備、さらには教員のＩＣＴ活用スキルの向上を目

指した研修など、７，７８１万５，０００円を計上しております。 

 次に、教育用コンピュータ整備事業ですが、小中合わせまして８，２５１万５，０００

円を要求しておりましたが、パソコン教室のＩＣＴ関連機器の整備経費を精査いたしまし



 4  

て、６，９３２万１，０００円の予算額となったところです。 

 続いて、学校管理事業になりますが、４億５，０１５万７，０００円を要求していたと

ころ、消耗品費の精査、学校用施設備品の一部の査定がありまして、４億４，７１１万９，

０００円の計上となりました。 

 最後に、就学援助事業ですが、小中学校ともに新たな援助項目として、クラブ活動費、

卒業アルバム代の費用、これを要求していましたけれど、限られた予算の中で各事業の優

先順位を勘案した結果、令和３年度の予算措置は見送ることとなりまして、４，３９０万

６，０００円の予算額となったところです。 

 説明は以上となりますが、学校教育課の予算は、主に学校運営に必要な基本的な経費に

なりますので、子どもたちの教育活動を支える大切な予算として、適正な執行、そして効

率的な事業運営に努めてまいります。 

○中井指導室主査 続きまして、指導室の予算について説明させていただきます。 

 資料１－２のページをご覧ください。 

 指導室は、九つの事業のうち、当初要求から変更になった三つの事業についてご説明い

たします。 

 最初に、指導２、学び・心はぐくむ学校活動支援事業でございます。 

 当初見積金額から６１万６，０００円の減となりましたが、これにつきましては、補助

金に対する９６１万４，０００円の要求額が係数整理により、端数分の６１万４，０００

円について査定され９００万円になったことが主な理由であります。 

 次に、指導３、特別支援教育推進事業です。 

 当初予算要求では、特別支援教育支援員について、現在の２５名から３０名分の５名を

増員した会計年度任用職員報酬を計上しておりましたが、増員についての協議は次年度以

降に先送りとなり、来年度につきましても今年度同様の２５名配置となったことから、５

名分の報酬である７９３万４，０００円の減となっております。 

 最後に、指導９、教育研究所運営事業です。 

 当初見積金額から５万４，０００円の減となっております。１月定例教育委員会におい

て、岩見沢市教育委員会における児童・生徒を対象とする医学系研究実施要項をご審議い

ただきましたが、この要綱に基づき、口トレの調査研究を進めるに当たって設置する倫理

審査委員会につきまして、予算要求時には令和３年度に設置を予定していたものを、今月

２月２５日に前倒しして設置することになったことから、倫理審査委員会委員報奨として

計上していた５万４，０００円が減額となっております。 

 指導室は、以上でございます。 

○田公学校給食課長 それでは、学校給食課の予算について、ご説明いたします。 

 資料のページにつきましては、１－３になります。 

 まず初めに、給食１、学校給食共同調理所運営事業についてでございます。 

 事業費全体におきましては、１，２６９万２，０００円減の６億２，６９１万２，００
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０円となりました。主な内訳といたしましては、新型コロナウイルス対策といたしまして、

配膳用の使い捨て手袋を要望しておりまして、これをニトリル製から安価なポリエチレン

製に変更したことによりまして、当初要望よりも１，２１４万４，０００円減となってお

ります。また、修繕料につきましても、現年度予算において予算流用を行い、緊急的な修

繕を行ったこともありまして５４万５，０００円が減となっております。 

 次に、給食２、学校給食共同調理所車両運行管理事業でございます。 

 事業費全体におきましては、１，４８１万６，０００円減の４，８０２万１，０００円

となりました。主な増減の内訳についてでございますが、まず、委託料につきまして、給

食配送業務において従前からの食器・食缶の配送に加えまして、来年度からはパンの配送

を加えたことによりまして、１９８万円の増となっております。また、備品購入費につき

ましては、給食配送車３台の入替えを要望しておりましたが、最終的には１台のみの更新

となったことから、１，７０２万８，０００円の減となっております。 

 学校給食課は、以上でございます。 

○白石生涯学習・文化・スポーツ振興課長 続きまして、当課の査定状況について、ご説

明をいたします。資料は同じく１－３下段からになります。 

 初めに、生文ス２、市民の学び支援事業でございます。 

 生涯学習推進事業におきまして、旅費３万３，０００円と、岩見沢チャレンジスクール

の会場借上料３万円がそれぞれ査定減となっております。 

 次に、資料を１枚めくっていただきまして、生文ス１０、地域文化振興事業でございま

すが、これは１８万９，０００円の減となっております。新型コロナウイルス感染症対策

として、囲碁教室における消耗品費が査定減となったものでございます。 

 次に、生文ス１７、健康・スポーツ振興事業につきましては、２０１万７，０００円の

減となっております。メープル小学校で取組を始めて３年目を迎えます放課後小学生スポ

ーツ教室に係る委託料の増額要望分が査定減となっているほか、Ｂ＆Ｇ関連の会議出席の

ための旅費がゼロ査定となったものでございます。 

 次に、生文ス、社会教育施設等管理事業につきましては、社会教育施設が９８８万１，

０００円、社会体育施設が６１７万２，０００円の減となっております。社会教育施設の

減少の主なものといたしまして、生涯学習センター管理事業において、新型コロナウイル

ス感染症対策として清掃員の増員にかかる費用を要望しておりましたが、皆減。絵画ホー

ル運営事業において老朽化しております館内暖房用ストーブの購入費用を要望しておりま

したが、査定で減。市民会館文化センター管理事業におきまして、新型コロナウイルス感

染症の影響による減収想定を見込みまして、委託料の増額要望をしておりましたが、指定

管理受託当初の令和３年度見込額に変更となり、減少。それと合わせまして、施設改修、

これは大ホールのつりものの改修を予定しておりますが、その改修に伴う休館の際の指定

管理委託料の減額が入ったものでございます。 

 社会体育施設の減少の主なものといたしましては、体育施設管理事業のうち、北村体育
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施設管理事業における芝刈り機の修繕要望、それからスポーツセンター、岩見沢トレーニ

ングセンター運営事業における利用者の減少を見込んだ委託料の増額要望、それから鉄北

地区スポーツ施設運営事業につきましては、市野球場の改修工事に伴う施設利用ができな

い期間の委託料の影響額の減少、温水プール、北村プール運営事業における固定経費につ

いて、利用者の減少を見込んだ指定管理委託料を増額したところでございます。 

 また、北村トレーニングセンター運営事業においては、施設の暖房に利用している赤川

鉱山への負担金の減による委託料が減額となったものでございます。 

 なお、社会教育施設、社会体育施設共に、新型コロナウイルス感染症対策として、手指

消毒や手洗いに要する消耗品の費用を増額要望しておりましたが、いずれも査定により減

額となったところでございます。 

 私からの説明は、以上でございます。 

○江末教育施設課主幹 教育施設課の予算状況について、ご説明をさせていただきます。 

資料１－４ページをご覧ください。 

 初めに、教職員住宅管理事業でございます。 

 設計委託料は、市の建築技師が設計することにより、２４０万円の減額、借地料は積算

の見直しにより５万円の減額、合計で２４５万円の減額となっております。 

 次に、外国語指導助手活用事業でございます。令和３年９月から、ＡＬＴ５人分の住宅

を借上げ貸与する予定をしておりましたが、９人分全員の処置をすることで、２５６万円

の増額となっております。 

 次に、資料１－５ページをご覧ください。校舎等管理事業でございます。 

 修繕費は、緊急性が低いと判断されたものについて減額、工事請負費は積算内訳の見直

し等により減額となってございます。小学校費で１６５万５，０００円の減額、中学校で

４８９万９，０００円の減額、合計で６５５万４，０００円の減額となってございます。

内容といたしましては、志文小学校体育館地中熱ダストファン、北真小学校高圧ケーブル、

豊中学校高圧ケーブル、東光中学校体育館窓開閉用オペレーターの修繕について、減額査

定となってございます。 

 次に、社会教育施設等管理事業でございます。積算内訳の見直し、緊急性の低いと判断

されたものについて減額となってございます。市民会館文化センター管理事業につきまし

ては、文化センターエレベーター改修工事で２，４２０万円の減額、修繕料で２０万円の

減額、栗沢文化センター運営事業では、栗沢文化センター解体工事で１億４，８００万円

の減額、東山・岡山地区スポーツ施設運営事業では、備品購入費で１万４，０００円の減

額、鉄北地区スポーツ施設運営事業では、市野球場電気設備長寿命化改修工事で２億３，

５００万円の減額、温水プール・北村プール運営事業は要望どおりとなっております。合

計いたしまして、４億２６１万６，０００円の減額となってございます。 

 次に、栗沢認定こども園運営事業でございます。栗沢認定こども園外構工事について、

１，６６０万円の減額となっております。 



 7  

 教育施設課は、以上でございます。 

○所社会教育・子育て支援担当次長 引き続き子ども課の予算変更部分についてご説明い

たします。 

 初めに、子ども１、子ども・子育て支援事業です。 

 宿泊を伴う一時預かりであるショートステイの委託料について、令和２年度の実績に基

づき増額要求していましたが、利用については不確定要素も多いため、前年同額として３

２万８，０００円が減額となりました。 

 次に、資料１－６ページ、子ども４、児童厚生施設運営事業です。 

 予算要求の後、大雪の影響で春日児童館遊戯室の軒天が破損する落雪事故がありました。

現在、応急処置をしておりますが、新年度雪解け後に修繕するため、修繕料が２００万円

追加になっています。そのほか、増額要望していた燃料費を前年並にするなどの件数の整

理を行った結果、全体で１２９万円の増額となっています。 

 次に、子ども６、青少年育成事業です。 

 令和２年度から始まった子どもの体験活動補助金について、５件５０万円に２件２０万

円増額要望いたしましたが、１年しか実績がなく、効果検証もできていないことから、前

年同額として２０万円の減額となりました。 

 次に、子ども７、留守家庭児童対策事業です。 

 長期休業中など指導員の欠員に備え、ボランティア指導員の謝礼を実績に基づいて増額

要求していましたが、不確定要素も多いため、前年同額として３万３，０００円が減額と

なりました。 

 次に、子ども８、保育所入所運営事業です。 

 令和３年度は、西保育園が新園舎を建築しますが、国庫補助確定後に補正対応すること

となり、１億３，８２２万６，０００円の減額となりました。これについては、６月の第

２回定例会で補正要望する予定です。 

 最後に、子ども１０、病児・病後児保育運営事業です。 

 除雪など、施設管理負担金の件数を整理し１，０００円の減額となりました。 

 子ども課は以上でございます。 

○中川図書館長 それでは、図書館の予算の変更状況について、説明をさせていただきま

す。 

 資料の１－７をご覧いただきたいと思います。 

 図書１、図書館活動運営事業でございますが、図書館先進地視察にかかる旅費１１万８，

０００円について、全額減となったことによりまして、予算内示額が９，１６９万４，０

００円と減額となっております。 

 図書館は以上でございます。 

○杉田緑陵高等学校事務長 緑陵高等学校の予算状況について、ご説明させていただきま

す。 
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 資料１－７の下段部分になります。 

 緑陵１、学校管理事業につきましては、予算要求額から１２万６，０００円の減となり

ました。主な内訳につきましては、燃料費におけます年間使用量の調整及び消耗品の査定

による減額、また、乗用草刈り機の修繕料を要求していたところですけれど、昨年来から

修繕が重なるということを考慮して、備品での購入ということで、新たに備品購入費を計

上し、これ相当部分の修繕料については皆減となったところです。 

 これによりまして、総額で、５億３，５３５万９，０００円の予算となったところでご

ざいます。 

 続きまして、緑陵２、教材教具整備事業につきましては、４３９万円の減となりました。

こちらにつきましては、大型提示装置の整備につきまして、備品購入費での予算要求をし

ていたところでございますけれど、リースによる整備ということでの予算変更に伴いまし

て、４３９万円の減額、総額で２，５３６万５，０００円となったところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○三角教育長 ただ今、議案第２号についての説明がございました。委員の皆様からご意

見、ご質問等がございましたらお願いいたします。細かく区切っていきたいと思います。 

 まず、学校教育課について、何かご質問、ご意見等ございますか。 

 よろしいですか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 では、指導室について、何かご意見、ご質問等ございますか。 

 よろしいですか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 学校給食課について、何かご意見、ご質問等ございますか。 

 よろしいですか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、生涯学習・文化・スポーツ振興課について、ご意見、ご質問等

ございますか。 

 よろしいですか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 教育施設課については、ご意見、ご質問ございませんか。 

○菊池委員 栗沢文化センターの解体工事は、今年度はしないということで、来年度以降

ということですか。 

○所社会教育・子育て支援担当次長 解体が見送りになりましたが、解体がいつになるの

かということについては現時点で決定していないため、お答えできません。金額が大きく

財源等の問題がありますので、引き続き協議をしていくということで、今の時点でいつ解

体しますというお返事ができないという状況でございます。 

○菊池委員 かなり老朽化しており、壁が落ちてきたりということも想定されるので、そ
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こを注意していただければと思います。 

○所社会教育・子育て支援担当次長 危険のないように養生するため、若干の予算を見て

おりますので、その中で対応していきたいと考えています。 

○菊池委員 分かりました。ありがとうございます。 

 それに伴うので、こども園の外構工事もなしということですね。 

○所社会教育・子育て支援担当次長 そうです。解体しないことには、駐車場の整備がで

きないという状況です。 

○菊池委員 そうですね。分かりました。 

○三角教育長 ほか、よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、続きまして、子ども課で、ご意見、ご質問等ございますか。 

 よろしいですか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、最後の資料１－７、図書館と緑陵高等学校、両方合わせて何か

ご意見、ご質問等ございますか。 

 よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 先ほど説明がありましたけれど、１，０００円単位の査定もあり、限られ

た財源の中で有効に活用してまいりたいと考えていますので、どうかよろしくお願いいた

します。 

 それでは、この件についてご異議がなければ、このようなことで決定をさせていただい

てよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、議案第２号につきましては、原案のとおり決定させていただき

ます。 

 なお、議案第２号については、市議会第１回定例会に諮られ、市議会の議決を経て、決

定されます。 

 続きまして、日程番号３、議案第３号 令和２年度教育委員会関係補正予算についてを

審議いたします。 

 説明をお願いいたします。 

○戸沼学校教育課長 それでは、補正予算の関係について、学校教育課から順次ご説明さ

せていただきます。 

 学校教育課の補正予算ですが、最初に、学習環境整備事業。これは、新型コロナウイル

ス感染対策に関する事業ということになりますが、国の令和２年度補正予算（第３号）の

学校保健特別対策事業費補助金、これを活用いたしまして、学校における感染症対策用の

物品の購入、教職員研修やデジタル教科書の整備などを行う費用として２，２００万円を
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計上しており、全て令和３年度に繰り越して執行する予定です。 

 次に、小学校教育用コンピュータ整備事業になりますが、ＧＩＧＡスクール構想による

タブレット端末の整備に伴いまして、パソコン教室のパソコン更新を見送ったことから、

未執行の使用料及び賃借料について、１，０９３万１，０００円を減額するものでござい

ます。 

 最後に、スクールバス運行管理事業になりますが、スクールバスの購入費用が入札によ

りまして予定を下回ったため、１，４６２万円を減額するものでございます。 

 学校教育課は、以上でございます。 

○白石生涯学習・文化・スポーツ振興課長 続きまして、当課補正要望について説明をさ

せていただきます。 

 補正要望につきましては、いずれもコロナ禍における事業の縮小及び中止、または延期

による事業費の減額に伴うものでございます。 

 補正の内訳といたしましては、市民の学び支援事業として４２６万８，０００円、女性

青年活動事業として６５万７，０００円、地域文化振興事業として１７３万９，０００円、

文化のまちづくり事業として３００万円となっております。 

 順に説明してまいります。 

 最初に、市民の学び支援事業でございます。岩見沢市民大学分といたしまして、今年度

は公開講座を２回実施したことから、それ以外の費用について、講師への報償費や旅費な

どの歳出１７７万２，０００円、また、受講料の歳入として１０３万５，０００円を減額

しております。高齢者大学分といたしまして、今年度は事業が実施できなかったことに伴

い、講師への報償費や旅費などの歳出２０２万１，０００円、受講料の歳入１４０万７，

０００円を減額。また、「みんなで教育を考える日」といたしまして、講師への報償費や消

耗品などの歳出４７万５，０００円を減額。事業全体では、歳出が４２６万８，０００円、

歳入が２４４万２，０００円を減額補正したところでございます。 

 次に、女性青年活動事業ですが、１月１０日に実施を予定しておりました成人の日記念

式典を５月２日に延期したことに伴い、アトラクションの報償費、警備手数料、演出に係

る委託料、会場使用料で合計６５万７，０００円を減額補正いたしました。 

 次に、地域文化振興事業ですが、全道依田こども囲碁大会及び高齢者文化祭の中止、市

民文化祭の事業規模縮小、これは、舞台発表と茶席を中止し、展示と文芸発表のみ実施し

たことによるものでございます。これらに伴いまして、それぞれに対する補助金を合計で、

１７３万９，０００円減額補正したところでございます。 

 次に、文化のまちづくり事業です。例年であれば、この事業によりまして、１０本程度

市民への優れた文化芸術の鑑賞機会を提供しておりますが、中止した事業が４本、内容の

変更が１本あり、補助金３００万円を減額補正したところでございます。なお、この費用

については全額ふるさとづくり推進基金で賄われております。 

 私からの説明は、以上でございます。 
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○江末教育施設課主幹 教育施設課の補正予算について、ご説明をさせていただきたいと

思います。 

 初めに、中学校校舎管理事業でございます。国の交付金を活用して、令和３年度に光陵

中学校、清園中学校、校舎屋内体育館の屋上屋根外壁の改修工事を予定しておりましたが、

国の交付金の令和２年度当初予算の追加募集及び令和２年度第三次補正予算により前倒し

が可能になったため補正要望をするものでございます。令和３年度に繰り越して事業を実

施する予定としております。 

 次に、学校プール事業でございます。今年度は小学校５校で学校プールの開設を予定し

ておりましたが、新型コロナウイルス感染症防止対策として、全ての小学校でプール授業

を取りやめたことで執行しなかった経費を減額補正しようとするものでございます。 

 説明は以上でございます。 

○所社会教育・子育て支援担当次長 子ども課の補正予算要望について、ご説明します。 

 子ども・子育て支援事業では、子ども・子育て支援事業に対する令和元年度の国庫補助

額が実績を上回っていたため、国庫補助金の一部を返還することになり、７８３万３，０

００円を増額要望いたします。 

 保育所入所運営事業では、各保育園、こども園に支払う運営費、これが公定価格の増や

入所児童の実績に伴い不足すること。また反対に、障害児保育に係る特別保育推進事業が

予算を下回ったことに伴い、不要となること。双方合わせまして、６９万６，０００円を

増額要望いたします。 

 子育て施設等利用給付事業は、幼児教育と保育の無償化に伴う事業ですが、幼稚園の一

時預かりの利用実績が予想よりも多く給付金が不足するため、６９万５，０００円を増額

要望いたします。 

 青少年育成事業は、青少年健全育成基金への寄附金が３件３０万円ありましたので、そ

の積立のため、２９万９，０００円を増額要望いたします。 

 子ども課については、以上でございます。 

○杉田緑陵高等学校事務長 それでは、緑陵高等学校の補正予算要望について、説明をさ

せていただきます。 

 資料の下段、特別会計の欄をご覧ください。 

 学校管理事業といたしまして、１，９５１万２，０００円の減額補正要望でございます。

内訳といたしましては、育児休業の取得や人事異動に伴う人件費の減額が生じることから、

２，１５１万２，０００円の減額要望、並びに国の令和２年度補正予算（第３号）学校保

健特別対策事業補助金を活用し、学校の感染症対策物品を購入する費用としまして、２０

０万円の増額要望をしようとするものでございます。 

 なお、このうち２００万円の増額要望分につきましては、全て令和３年度へ全額繰り越

すこととしております。 

 説明は以上でございます。 
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○三角教育長 ただ今、議案第３号についての説明がございました。委員の皆様からご意

見、ご質問等ございましたらお願いいたします。全体を通して、何かございましたらご質

問等お願いします。 

 よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、この件についてご異議がなければ、このようなことで決定させ

ていただいてよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 議案第３号につきましては、原案のとおり決定いたします。 

 なお、議案第３号については、市議会第１回定例会に諮られ、市議会の議決を経て、決

定されます。 

 続きまして、日程番号４、議案第４号 令和３年度教育行政方針の設定についてを審議

いたします。 

 この部分については私から説明させていただきます。 

 まずは、目次をお開きください。令和３年度の教育行政方針について、昨年度との変更

箇所を中心に、大まかに内容をご説明させていただきます。 

 目次についてですが、「はじめに」に続いて、「学校教育の推進」、「社会教育の推進」、

「子ども・子育て支援の推進」、そして「おわりに」の構成としております。 

 それでは、１ページ開いていただいて、１ページ目「はじめに」では、私の教育に対す

る理念である「教育は、人を育てることを通して、未来を創造する営みです」を前提にし

て、「子どもたちの将来は」から、「時代に直面しています」と、今を生きる子どもたちの

社会状況を押さえつつ、次代に生きるという子どもたちの将来を想定し、それに伴って育

成する必要のある力について触れているところです。 

 また、令和３年度の岩見沢が目指す教育の姿を、今年度と同様「子どもが輝く岩見沢の

教育づくり」としました。遡りますと、平成１６年から２０年まで「子どもが主人公の岩

見沢の教育づくり」として教育行政を推進し、これを受けて平成２１年から２８年度まで

の８年間「子どもが輝く岩見沢の教育づくり」が推進されました。しかし、平成２９年度

「子どもが輝くための基軸を整えるために子どもを大切にする岩見沢の教育づくり」、そし

て平成３０年度には「子どもを徹底して大切にする」、そして令和元年度には「子どもが主

人公になる岩見沢の教育づくり」と順次推進してまいりまして、今年度「子どもが輝く」

という目指す本来の教育づくりにつなぐという願いがありました。しかし、コロナ禍にお

いて、各校、今年度創意工夫しながら教育活動に取り組んできていましたけれど、想定と

は異なることも多く、次年度も引き続き「子どもが輝く岩見沢の教育づくり」を目指して

いきたいと考えています。そして、また、その土台となる一人一人の子どもを尊重すると

いう意識が前提に立つことによって、教育づくりの効果がさらに増すものと考えています。 

 そこで、Ⅱ「学校教育の推進」に入ります。「新しい時代に対応できる力の育成」では、
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「教えて考えさせる」授業スタイルから、子どもが学びの主体となり、子どもの声が響き

合う子どもの学びを形成する、「子どもと創る授業」の実践に取り組み、子どもの学習スキ

ルの向上を目指します。また、カリキュラムマネジメントについて、状況を的確に把握し、

目標を明確にしたという記載で、その手法をより具体的に記しています。 

 さらに、コロナ禍によって大きく進んだＧＩＧＡスクール構想において、一人一台の端

末を効果的に活用する授業の構築に努めてまいります。 

 英語については、使える英語として、英語は子どもたちのツールとして役立つような実

用的な教科としての実践に取り組んでまいりたいと考えています。 

 次に、豊かな人間性と健やかな体を育成する教育の推進では、ピア・サポート導入の狙

いである、よりよい仲間づくりを加え、子どもの人格や人権を尊重した子どもを主体とし

て、子どもに寄り添う日常指導に取り組み、問題対応の生徒指導だけではなく、日常の様々

な指導を含む幅広い対応としたいと考えています。 

 また、岩見沢の子どもたちが岩見沢のことをよく知るための「ふるさと教育」、豊かな人

間性や社会性を育む「心の教育」を意図的に取り組んでまいりたいと考えています。 

 「育ちと学びを支える教育環境の充実」では、教育支援センター、特別支援教育、教育

研究所、学校の適正規模について、各施策の概要を記載しています。その中で、北海道大

学ＣＯＩとの連携事業に触れ、また、教育研究所については、その機能を明確にし、特色

ある学校づくりでは、小中接続による一貫教育について初めて記載しています。 

 次に、信頼と期待に応える開かれた学校づくりでは、「学校における働き方改革」につい

て、子どもと向き合い、子どもを徹底して大切にする教育の実現に向けてと、その目的を

押さえながら業務の見直し、改善について明記しています。 

 また、コミュニティ・エリア構想についても触れているところです。 

 緑陵高等学校の教育の充実、学校給食の充実では、昨年度取組を整理して文言を修正し

ております。 

 次に、Ⅲ「社会教育の推進」に入ります。 

 ここでは、昨年度策定された第２期岩見沢市社会教育中期計画の内容に触れる文章に変

更しております。生涯学習の充実、芸術・文化活動の推進、スポーツ活動の推進、図書館

運営の充実では、現状に沿うように文章を整理したところです。 

 Ⅳ「子ども・子育て支援の推進」に入ります。 

 子ども・子育て支援の充実では、第２期岩見沢市子ども・子育てプランの策定に伴い記

載を整理するとともに、保育の無償化に伴って文章を整理しております。 

 子育て相談体制の充実では、コロナ禍における相談体制に触れつつ、「えみふる」の相談

体制や、「えみふるファイル」の取組について記載しています。 

 放課後活動の充実では、放課後児童クラブにおける学校休業日の受入時間を延長したこ

とについて触れております。 

 また、青少年健全育成の充実では、子どもを育てる活動に取り組む団体等への支援につ
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いて記載しているところです。 

 最後に、「おわりに」では、「教育は人を幸せにする営みです」を結びにして、教育によ

るコミュニティの形成が、人づくり、まちづくりにつながる。「はじめに」で触れたように、

教育が未来社会を創造するとともに、「おわりに」では、教育が個々の幸せに行きつくもの

であることを宣言しているところです。 

 こうした理念をもって岩見沢の教育づくりを進めていきたいと考えております。 

 以上で、令和３年度教育行政方針の変更点を中心にした概略を説明させていただきまし

たが、ご質問とご意見等ございましたらよろしくお願いいたします。 

 それでは、委員の皆様からご意見、ご質問等がございましたらお願いいたします。 

 これも分けていきましょうか。 

 まず、「はじめに」に関わって何かございますか。 

 よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 「学校教育の推進」に関わって何かございますか。 

 よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 「社会教育の推進」に関わって何かございますか。 

 よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 「子ども・子育て支援の推進」についてはいかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 「おわりに」を含めて、全体を通して何かございますか。 

 よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、この件についてご異議がなければ、このようなことで決定させ

ていただいてよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それでは、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、その他に移ります。委員の皆様から何かございませんか。 

（「ありません」という声あり） 

○三角教育長 特になければ、事務局から何かありませんか。 

 ほかになければ、来月の定例会の日程についてですが、３月１７日が第３水曜日となり

ますが、委員の皆さんよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 午前１０時からということでよろしいでしょうか。 
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（「はい」という声あり） 

○三角教育長 場所につきましては、であえーる岩見沢４階、この会議室１で行いたいと

考えています。 

 それでは、以上をもちまして、第２回教育委員会定例会を終了させていただきます。 

 ご苦労さまでした。 

午前１０時５３分 閉会 
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